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おわ りに
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は じ め に
｢いじめ｣が時の話題となり,家庭教育,学校教育の見直しが課題となって来 て い る現
荏,今こそ教師の姿勢についてもう一度反省し直す必要があるように思 う｡
教育原理の中の一要素,環境論 (これについては研究紀要2号に書いたが)中,人的環境
として位置づけられる教師論は重要な要素であり,特にモンテッソーリ教育原理の教師像に
ついて取 り上げるのは時宜を得たものと思う｡また,20年あまり教職課程の教科を担当し,
学生に教えてきた教師の姿 ･心構えにつきまとめてみるのも意義あることと考えた｡具体例
をもって詳しく述べることは出来ないが,現代に要請される教師の在 り方が少しでも理解さ
れるならこの上ない喜びであるOなお,別に述べた教具論も教師論と密接な関連を持つこと
を付記しておく｡
第-節 助成者 としての謙虚な教師像
(1)
命題 ｢教師は子供の自己発展の助成者である｡｣
教育者の中心課題の一つは良き助成者になることにある.この根拠は,子供の発達は自然
の現象で,大人が直接左右し得るものではないところにある｡子供は受胎と誕生の各瞬間か
ら,自然の法則と秩序の中で,自分に与えられた人として生きていくに必要な諸能力を,自
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分で創造し,発展させ,自己実現していく素暗しい存在であり,その助けを大人に求めてい
る｡まさに教育とは子供の正常な発育を助長することにある｡
Ⅰ 教師自身の教育
(2)
子供たちほ, ｢権威を持っている一人の成熟者を必要とするのである｡｣教師として大切な
資質は,高度な知識や洗練された技能もさることながら,まずすぐれた人格者であることと
(3)
円熟した徳義心を手に入れることである｡
1.教育の問題解決はまず大人から
(4)(5)(6)
(1) 教師としての精神を整えていること:教育しようとするなら自分がまず教育されて
いなければならない｡回心して子供のようにならなければ天国に入れない (マテオ19,14)
とあるように,教育改革の課題は学校というより,むしろ大人の心の問題であると女史は言
う｡助成者としての精神的態度とは,落ち着きと忍耐,共感と豊かな愛情,やさしい心と真
の献身,静かな心の空の状態,白紙の心境と明かるくこだわりのない心｡精神的純潔に近づ
こうとする精神的謙虚さとはっきりした心内の準備,そして人間-の堅固な信頼感と,子供
が自分で行為し完成する時間と機会を与えるよう忍耐力を身につけることである｡これらは
フレーベルの ｢人間教育｣より取っているという｡そこには子供に教える態度ではなく,千
供から学ぶ態度子供と共に変容し,成長する前向きの姿勢がある｡しかし,教師は子供と同
じ段階に立つもう一人の子供になることではない｡子供は他に一人の子供を必要 とす るの
ではなく,権威のある一人の成熟者を,信頼出来る支えを必要としている｡権力を行使して
子供が常に敗者にならないような用心深さと賢明さがいる｡子供との間の親しい信頼関係を
保ち,かけがえのないその子の生命を尊び,一人の人格者であることを認めて尊敬し,自分
自身こう扱ってほしいと思う仕方で接していくことである｡
(7)(8)(9)
(2)子供との関係で妨げとなる欠点を取 り除く:教師自身が障害となってはいけない｡
｢まず自分の目からうつぼりをとりなさい｡そうすれば子どもの目からも塵をとれるでしょ
うo｣(マタイ,7:5)特に挙げているのほ,うぬぼれ,怒り,支配欲,誤った先入観で,
これらは子供の自由な活動力を妨げるからであるOここでは教師の権力と権威の偉大な放棄
を求めている｡常に新しい存在であろうとするには,現実にある自己の姿を充分に知 り,自
分を見直し,自己認識を深める必要がある｡
(3) すぐれた人格者となるように努力する:① 自由で自律的であり,円満な調和のと
れたパーソナリティを持ち,清潔感と秩序のある良心的な人｡② 誠実で社会性と協調性に
富む人｡③ 円熟した人 :物事に対して実際的,理性的に判断し決断出来る人｡他人のこと
を慮 り,調和を持って生きるため自己放棄と自制の出来る人｡それぞれの任務,権威,限界
を尊ぶ人｡通常の仕事における個人の責任,共用物,共同体の責任の意味を弁えている人｡
感情の抑制の出来る人｡現実の問題に対応する術を知る人｡とっさの判断や心理的反応が正
しい人｡自分に対してなされる矯正,批判を感謝し良く利用する能力があり,道徳的形成に
心を配る人｡子供の前でこれらすべてを備えることは理想像であって現実にはむず か しい
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が,少くとも毎日理想像に近づこうと努力することが大切である｡
2.使命観の自覚
(1) 本来の使命をはっきり自覚する:本来の使命とは子供の幸せを願い子供を向上させ
ること｡そのために基準となる子供の理想像を持ち,子供を正常児のうちに眺める正しい児
(10)
童観をしっかり持つことである｡
(2) 深い信仰と信念を持つ :神から私が信頼され委託されて,子供の教育をするという
信念を持つ｡そのため絶えず祈り,子供にも祈ることを教える人であること｡宗教的真理,
永遠の真理の探究者,保持者であり,この見地から子供を見る目を持つことである｡教師は
1】＼
｢子供たちの精神的栄養として,人類の歴史と宗教上のすべての精神的成果を必要とする｡｣
3 専門職としての知識と技能の習得
(1) 知識,技術の習得とその探求に進歩すること: (丑 教育学,心理学の原理を理解
するため専門書を絶えず読み,社会的視野を広め,社会福祉,児童福祉の側面からも家庭,
社会事象を正しく捉える｡又,科学的な心を持つ｡② 教育課程,発育の手段としてある教
(12)
具,教材の知識,それらが含む課題の把握,実験で定められた指導技術を正確に学習する｡
本からの手引きによる学習のみでなく,自分でも時間をかけて習得する心構えがいる｡殊に
抽象の世界に入る子供の指導には,宇宙を愛し理解する必要があるので高い教義を持つこと
(13)
である｡このようにして自分自身を教育し,自分に期待されていることを知 り,よく準備す
(14)(15)
ることである｡
(2) 指導能力を持つ :ものの考え方,感じ方が正確ではっきりしていること｡科学的探
求心と学究的 ･計画的態度を持つ｡教養の高いこととよいセソスを持ち,健全な趣味をたし
なみ創造性に富むことである｡｢子どもの心理的活動力と身体的発達を指導する ことが教師
の役割である｡このために,私は教師 (ティチャー)という名称 を指導者 (ディレクトレ
ス)という名称に変更した｡････しかしその指導は,一般に理解されているよりずっと深く
(16)
重要である｡というのは,この教師は生命と魂を指導するのだからである｡｣
(17)18)
4.高い価値観を持った模範者であること
教師は子供たちに精神的栄養を与える存在として意義づけられる｡子供は大人から物質的
援助とともに,自分の形成に必要なものを強い愛情をもって受け取る｡大人を真似ることは
子供にとって大人の生活様式に入ることを意味する｡意識の形成期にある子供は,外部の影
響に反応し易く,暗示にもかかり易い｡したがって教師の考え方,態度,身振 り,立居振舞
いまでが,子供たちの判断力や行動力の基準になったりするから教師の正しい態度は大切で
ある｡女史は教師の外観や身なりにも注意を与え,魅力的で清楚な服装と穏やかでかつ威厳
のある態度を挙げている｡まさに教師は子供にとって尊敬に価する者なのである｡
Ⅱ 子供への奉仕者
｢子どもの家においてほ,教師は一人のお客であり,あるいは子どもを援助しようとして
(19)
いる人,または,子どもに奉仕する人であるべきです｡｣
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(21)(22)
1 子供の精神に奉仕する
これは,子供が自分自身の知性で考え,意志で決断し,全能力を持って行動するのを助け
ることをいう｡現今の母親に見られるように,子供の肉体に仕える過保護とは違う｡子供は
自分で身体的に独立しなければならないし,選択能力を自由に使って自立心を養うべきで,
余計な手助けをされない子供は秩序ある世界を築いていける｡これは教育界における女史の
新しい着眼点であった｡
(22)
2.刺激的役割を果たす
昔の教師は子供の態度そのものを見たが,モソチッソ-リ教師は,まだ表れない子供の姿
を求める｡つまり,子供の中に潜在する内的生命,眠っている精神活動,自己形成の力を呼
びさまし,目覚めさせ,誘発し,引き出し,方向づけ,発展促進させる｡これらの刺激的効
果は環境の整備と,発達の手段である教具の与え方如何に関わるとする｡
3.完全-の道案内老
子供一人ひとりの育ちのペース,傾き, リズムを認め助ける｡それを賢明に活用し,共鳴
し,共感をもって導きながら完成-と進ませる｡特に誤 りに気づくようにすることにより完
(23)(24)
全性への道を歩むことが出来る｡｢ひとりでできるように援助して｡｣
4.障害物を取 り除く
能力の発達途上にある障害を取 り除いてあげることで,子供に自分の弱きを感じさせるこ
となく,自分の欠点から脱却するように助ける｡力の向うに横たわる壁を乗 り越えさせ,劣
等感,恐怖感,偏見を除かせる｡時には精神的に厳しく注意を促し,無秩序な行為から引き
離すこともある｡
(25)(26)
5.手段を与える
子供は作業しながら成長し,その活動,作業を通して本来の姿を表わし,形成される｡ま
た作業が成長のエネルギーを高めるという信念を教師は持つべきであると勧めるo子供の活
動は生物学的法則によって発達し,それは子供の内的制御力と集中力とに関係している｡健
全な精神界に住むなら,どの子供にもいずれ精神集中現象が表われるという事実に基づく｡
これは子供が一人で歩む際にとるであろうリズムを確立してあげることでもある｡そのため
には子供をよく観察し,知 り,助言し,適切な手段を与えていくことである｡人間の心はパ
ンだけでなく精神的な糧により養われる｡知性が知識により,意志は自発的活動によって養
われるので,必要とする体験や経験,活動の機会を与えることであるO体も又,パンだけで
(27)
なく心の満足によっても養われているから｡
(28)
6.子供に自由を許可する
子供の外面的な気ままな行動を許可することではなく,内面的な生命の欲求を尊重するこ
とである｡つまり内的動機に導かれた子供の自由選択を認めることで,この方が子供は満足
して活動を続けるからである｡
種類として挙げているのは :
(1) 目的物の自由選択 :教師が模範提示をした教具に対して子供がしたいと思うものを
蘇:教師論 43
自由に選べること｡選択とは理性と自由意志の介入した行為であるから,人格の発達に役立
つ｡この選択の自由は自分だけでなく他人にも同時に許されているから,自他の共存と自由
のためにはルールも必要となる｡又,選択の自由の行使には責任が伴なう｡完成するまでそ
の行為を持続することや,他人のために自分の使用したものは元通 り戻しておく責任も負う
ことを忘れてはならない｡
(2) 特殊な活動における自由な決定権 :個人活動に専念している最中,集団活動やグル
ープ活動に誘われた時,個人の活動を続けるか,或いは誘いに応ずるかを決定する自由があ
る｡
(3)作業を繰り返す自由:教師の模範提示のあとすぐ子供がその作業を繰 り返す 自由
と,後日,その教具を使って納得のいくまで何度も繰 り返す自由が許されている｡
(4)模範提示の再要求,及び,新しい模範提示を求めたり,質問する自由 :教師の提示
が十分観察出来なかった場合,又,教具の使用法を忘れた場合,再びその提示を要求する自
由がある｡より高次の教具に触れたい場合,その使用方法を質問する自由もある｡
子供が集中現象をおこすためには,環貨の整備と自由の保障が必要であり,子供が主人と
なり自由であるためには独立していることと,自主的能力の備わっていることが前提 とな
る｡集中現象がおきると子供は真の自由をもって作業にいそしみ正常化していく｡
(29)
Ⅲ よき観察者
(30)
｢教師は少し教えて多く観察する｡｣ファーブルのような観察者になること｡
1. 心構え ･態度
伝統的な偏見や誤った先入観に捉われず観察しながら待ち,観察したことから学ぶ謙虚な
態度が要求される｡科学的な方法で非常に正確に忍耐強く観察することだが,それは :
(1) 自分の活動を控え目にすることにより余裕をもって子供を見る｡
(2) 環境をよく見張 り気配りする｡
(3) 深い洞察力をもってありのままに見る｡生命活動を調べその秘密を探 り方向づける
には,活動を観察しそのままの形で理解することが肝要である｡
(4) 不断の警戒と継続的研究をする｡
(5) 目前の観察から将来の成長を見て育つように見る｡
(6) 科学者の厳格な精神と畏敬の心で見る｡
(7) 観察したいという欲求と驚きと関心を持つ｡関心のない時物がよく見えないし聞こ
えない｡
(8) 子供の進歩は遅いから愛情と忍耐をもって見る｡
(9)飽きることのない自然現象-の興味,関心と,観察する対象となる現象-の絶対的
尊敬の念があることである｡
2.観察の要点 (視点)
(1) 子供の心身の発達課題を知る:発達課題と言えば,子供の成長発達の各段階で,そ
44 研究紀要 (第4号)
の時期に獲得し学習し,育てておくことの望ましい面,解決していかねばならない連続的問
題であるが,これについては,-ヴィガース トや,NEA (全米教育 協 会 NationalEduca-
tionAss∝iation)などの種々の取 り上げ方がある｡ しかし,女史は敏感期のテオ リー をも
って述べている｡子供の成長発達途上で,ある特定のことに対して特に敏感に反応し,諸感
覚をもって吸収する時期がある｡この欲求に答えるために,教師はこの時期の子供の肉体的
発達,精神的発達の過程を個別的に具体的によく把握していなければならない｡子 供 の欲
求,活動,興味,関心を正しく評価し,そのレディネスや進歩を見極めることが出来 る こ
と｡そのためには,外の世界を観察する大切な時期が始まっている子供の活動,作業と,そ
こに見られる子供の現象を,邪魔しないで見分ける必要がある｡
(2)子供の活動を見分ける :子供の平常の姿,活動を捉えて無秩序と秩序の状態を見分
ける｡① 精神的な健康に貢献し得る子供の身体的状況と,建設的でも教育的でもなく徒ら
(31)
に浪費させ発育を阻止する肉体的状況の差異を見分けること｡② 純然たる衝動と平穏な精
神状態を持った生命に子供を導く自発的エネルギーとの差異を見分ける｡ここが教育の出発
(32)
点となる｡どちらも子供は自由意志により行動するので,二つとも自発的な様相 を皇 す る
が,事実は正反対である｡③ 正しい道と正しい方法を求めている子供の活動 (正常化され
た状態)と,誤った道を歩き,いたずらをした り他に依存した り逸脱行為をする子供とを見
分ける｡表現はいろいろあるが,教師の手腕の基礎はこの二つの活動を区別出来るか否かに
かかっている｡それが出来ればよき観察者,よき遺案内者となり得る｡
(3) 無秩序より秩序へのプロセス :① 始めたばか りの時は,子供にも教師にも無秩序
がある｡気まく､れな行動が多い｡目移 りしてあちらこちらを動き回る｡皆同じことをしたが
った りなど,教具に対してほ扱い方に混乱がある｡新しいものを見るとすく･､持ちたが り,少
し触ってすぐ返してしまう｡教具を平気でまたいだ り,足でげった り床に投げ出したり,出
しっぱなしにしておく｡又,よく物を落す,壊す,ひったくるなど,どれも一度は試みるだ
けですく"次の教具に触る｡しつこく邪魔をする｡この時の教師の態度は,精力的にある程度
厳しく子供に注意を促して無秩序から引き出してもよい｡しかし,す ぐれた教師は強制より
もっと効果的な手段をとる｡つまり環境をよく観察し気配 りし,子供に自分の弱きを感じさ
(32)
せないで,その欠点や逸脱行為から脱却するように助ける｡子供をよく観察,監督し,一人
(34)
ひとりに定期的に教具を与えて正しい使用法を示し,課題を与えていく｡② やがて租事が
出てくる時,まず,活動中の子供の態度の観察に目立った変化が現れた時注意する｡ ･子供
は自分の中の秩序に目ざめると生き生きとしたまなざしになる｡ ･教師との問の信頼関係が
出来ていて,目で通じ合うようになっていく｡ ･作業の中でも自己拡張がなされ て い く｡
･作業に満足すると晴れやかで落ち着きを示し,よく休息した人のようになる｡ ･ある瞬間
会得する｡ ･子供は自分で作業を選び表現も豊かになり,自分でしたことを確かめるように
なる｡
大人の承認を得ようとしなくなった時,成長の最終段階を終えたと言える｡子供は作業を
完成させること自体が楽しいし面白くてしょうがない｡ここに来て,子供の内に内面的規律
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がしっか り根を下したと言える｡子供は素直で従順な子になる｡
(4) 素直で従順な子供の姿の観察 :子供は作業によって自分を見つめるようになると教
師に対する信頼と愛が増し従順になる｡命令に従うということは人格の形成がすでになされ
ていることを前提とする｡
(35)(36)(37)(38)(39)
従順には三つの発達段階があると言う｡① 無意識的吸収の時代で3歳迄｡子供の知性が
知識を獲得していないので,行為を自分で考えて繰 り返すことが出来ない｡命じられること
が自分の生命衝動と一致しなければ従えない｡自分の諸能力を創造するのに夢中 の時 だか
ら,教師にも従おうとしない｡② 意識的吸収の時代｡子供の能力も強固なものになり,自
分の意志だけでなく他人の意志によっても動ける｡他人の願望も汲み取 り,自分の行動で表
現出来る｡自動的に従 う能力がある｡しかし素直な時とそうでない時が交互に繰 り返された
り,ある時は従えても他の時は従わない｡この時期に子供の意志をくじくようなことがあっ
たら一番有害である｡③ 従うことに喜びと希望を表わすようになる｡教師の命じたこと,
約束したことに従順を示す｡教師の呼びかけに素直に従う｡教師を喜ばせようとして自分か
ら教師の言う通 りにしたがい,教師の望みを知ろうとし,愛情を通して教師を見るようにな
って抑圧されたもののない自由な心になる｡教具は次次と提示してゆくことが出来,作業を
通して自由が広がり,規律-の順応も目立って来る｡
従順と素直さは作業がよく出来ることと比例する｡自分で自分を訂正し,自由と規律をも
って自分でしていける子供になってほしいとの教師の願いを感じとるようになる｡この従順
は絶えまない自己訓練により得られるものである｡まとめれば,自由意志は従順 素直さと
両立する｡従順とは個人の自由意志を昇華したもので.精神的器用さの一種であり,内面の
均衡を前提とする｡素直さは人間の自然現象,正常な人間の特性であり,人間の成熟の長い
過程の一番最後に自発的に現われるものである｡
次の二つの微妙な差異を教師は理解することである｡即ち,｢何でも好きなことをしてよ
い｣ではなく, ｢好きなことをしているのでなく,していることが好きなのである｡｣｢快感
を与えるから何かをするのでなく,自分がすると決めた一つの作業を楽しんでする｣ことの
差異の理解にある｡従順さの成長は人間の性格の驚くべき特徴の一つである｡
(40)
(5)作業中の子供の観察 :① 一日の作業について :･どんな作業 (教具)を, ･どの
位の壁週, ･どれ位q塗匿で (散心もある), ･同一の作業の繰 り返し回数タ② 作業に熟
練して行く過程に現れる個人的特徴,目立った変化｡③ あるrF業に強い塞重力を見せ始め
たのは何時からか.④ そのあとの塾壁 ･衷堕 (直後,同日内,数日後,どんな状態を示し
たか)O⑤ 自発的KB旦異同一作業を続けたか (持続力)O⑥ もっと知 り,活動したいと
いう希望表現があるか｡⑦ 作業に平行して選ばれる作業は何か｡その進歩発 展 の過程｡
⑧ 環境の中の障害により興味を失った時,集中度が失われた時哩 ま何か｡⑨ 一端停
止された作業が再び取 り上げられたらそれはどうしてか,どのような刺激によったか｡㊨
その作業がどのような過程を経て成就していくか,完成にまでかかる時間は｡⑪ 作業中の
満足感や落ち着きはどうか,向上の度合はどうか｡⑫ 自発的に集中する時期は｡⑬ 子供
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が散心するような刺激が困りにあっても作業を続けるか｡⑭ 意図的に妨げられても,その
後続けているか｡⑮ 感覚教具は対応づけ,段階づけ,分類づけの構造を持つので集中し易
いが,そのどれに今集中しているか｡などの観察に極めて鋭敏になることである｡
第二節 環境の管理者
(41) (42)(43)
命題 ｢環境そのものが子供を教育する｡そして,教師は子供の環境の中心要素でもある｡｣
(441(45)
Ⅰ 教師は環境の管理者
教師の間技的な活動はたゆみない勤勉さによって支えられ.基本的な十分な知識をもって
(46)
環境を準備し,明確な根拠をもって教具を備え,子供を活動-と導入することである｡環境
整備の影響は間接的であると言われるが,それが適切になされると,子供 の身体的,知性
(47)
的,精神的発達に効果的,永久的成果をもたらす｡よい環境を準備することは子供たちが自
由を獲得するための本質的条件であるO自分の人格を正常で健康な状態に戻すような生活粂
(48)(49)(5()
件を作ることによって,子供の無秩序が治癒出来ることを知ることであるO子供の敏感期の
必要性をよく研究し,処理し提供する方法を学び,ふさわしい環境を整備することにより子
供と環境との間に真の関係が存在するように仲介と一致の接点となるのが教師である｡した
がって,環境整備は子供の側から言えば間接的ではあるが,教師の側から言えば能動的 ･直
接的作業である｡
1.物的環境
環量論で既に述べたことがあるので,ここでは教具との関連について触れておこう｡
(1) 明確な根拠をもって教具を秩序づけ機能的に配置する｡
(2)始まる前に教具が完全に揃っているかどうか教具のチェックをする｡
(51)
(3)教具との関連で備品全体と教室の整備や雰囲気のチェックをする｡
女史は言う｡教具はどれも細心の注意を払ってきちんと,きれいに,ピカビカに,最良の
状態に保つように美しくセッティングする｡子供にとって常に新しく完全ですぐ使用に耐え
得るものであること｡不足してもよくないし,多すぎてもよくない｡教師の二つの重要な誤
りは,よけいなものを置いて必須のものを忘れることである｡
教師は子供を教具との関係に入れるだけでなく,環境内の秩序とも関係させる｡落ち着い
た作業を保証する規律に子供を従わせるようにする｡例えば,物はすべて走った場所 を持
つ｡使わない時はそこにあり,取 り出しても元通 りの場所に元通 りの形で返すこと｡自発的
に選んだ自分の作業は元通 り返すまで続き,そこで終る.教具の片づけを友達に任せたり,
友の使用しているものを奪ってはならないことを体験させる｡
(52)
2 人的環境
教師は子供の環鏡の中に一緒にいる｡子供の精神の発達のためには人との接触が絶対に必
(53)
要である｡｢個人の精神は個人の精神に触れてのみ発達することができる｡｣｢動く環境｣｢応
(54) (55)(56)
答する環境｣であること｡女史は教師に次の注文をつけている :･いつも魅力的で明かるい
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感じを与え, ･清潔な容姿,やさしく優雅でもの静かな振舞い, ･威厳があり,言語の使い
方に品位があるように｡つまり教師の外観も子供の信頼と尊敬を得るための第一歩であるか
ら,子供の秘密を深く洞察し愛情をもって当たることを要求している｡例えば,妻が夫の気
にいる魅力的な家の中にするため気配りするのと同じように｡又,自分の手で形成途上にあ
る霊魂のユリカゴを美しく飾ってあげるように｡あたかもランプに火をともして主人の帰 り
を待つ賢い乙女のように (マタイ25,1-3)｡教師は教育的な人間関係を中心課題の一 つ
にするように勧める｡
Ⅱ 子供と教具との仲介者
1.子供と教具の出会いを助ける役割
教具は単なる教材ではなく発育の手段である｡教師は子供の精神的能力を目覚めさせ,発
展させるために刺激的な役割を果して,子供と教具との出会いに奉仕する｡これは簡単な謙
虚な仕方であるが,まことに面倒な任務でもある｡大切なことは教具を子供に与えるだけで
(57)
なく刺激の効果は教具の与え方と使用法にある｡それで :
(1) 教具の知識の研究を怠らない :発達の手段として教具に保留されている課題 を知
(58) (59)
る.手引きだけでなく長い間自分でも練習して知るo実験によって決められた技術をすく小正
確に学ぶ｡
(60)
(2) 教具の紹介,模範提示を行う力量を備えるために念入 りに勉強すること｡
(61)(62)
2.子供との係 り方 (扱い方)
(1) 秩序づけられていない子供と関係を持つ｡これには,① 自分の最善と思うように
振舞う｡② 魅力的でおびき寄せるように｡③ ムチ以外は子供を引き寄せるためにどんな
方法をも利用する｡④ 暖かさによって心から元気づけ,活気づけ,引き寄せる炎であるよ
うに｡⑤ いつも道を切 り開く人,どんな小さな子でも何か出来ないかを考える｡そうすれ
(63)
ば,教師の指導は教具を紹介し,提示し,使用法を教えるのみで十分となる｡
(2)教具を使って指導する
子供が考えて行動出来る年齢になると,判断力,推理力を鍛えるのに適した種々の練習を
自分の意志で繰 り返しながら自分の形成を続けるようになる｡自分だけに関心のある作業を
全く独立して行う｡この時期に教具の使い方を指導して子供の精神的能力を目覚めさせ発展
(64)
させる｡ここでは二つの異なる時期を区別する:(∋ 第一期-導入の時期で子供を教具との
関係に入れる:(a) 秩序づけ(手ほどき):対象(教具)の孤立化をはか り,教具の使用は一定
の目的に向けられた一定の動きを持つことを知って方向づけること｡全力を出させる｡困難
を克服させる｡完成させる｡忍耐強く待つなかで子供を秩序づけていく｡(b) 選択の自由 :
興味のある唯一の教具を自由に選べることで,これは子供の人格の発達を助ける｡選択とは
理性と自由意志の介入する行為で責任を伴なうからである｡(C) 教具の模範提示 (子供の同
意から終了まで):簡潔 ･正確 ･分析的 ･最少限のことばによる実践･興味の中心点を強調す
(65)
る･誤 りの訂正に注目させる｡(d) 間違った使用の差止め :子供が目的を誤 り,理解出来な
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かった り,子供の理解力の発育に何の利益ももたらさないなら止める｡しかしその間達いと
か無理解を感じさせない｡子供が犯す誤 りには二種類あってこれを区別することである｡即
ち,一つは教具の方から訂正でるき誤 り｡これは未熟のため完全に出来ないとか,刺激の区
別が出来ないとか,走った運動がまだ出来ないからで,これらは教具により訂正出来る｡も
う一つは不行儀によるもので,これは止めさせる｡円柱差しのブロックを車にするとか,色
板を積木代 りにするとか｡教具には一定の使用法がある｡世の中にある客観的妥当性のある
法則や淀は人間が勝手にもて遊んだり出来ないことを子供に知らせることである｡(e)有益
な活動の尊重 :模倣から豊かな創造の発揮に行くことを中断してはならない.基本的なルー
ルを守ることによる自由の獲得を尊重する｡(f) 良い終了 :もとの場所に返すよ う干渉す
る｡
(参 第二期-自発的練習に成功している時期.この時,子供に事物問の相違を知る助けとな
(66)
るために介入する｡必要なら言語指導を入れる｡即ち,セガンの三段階の名称練習である｡
(次期に発表する教具論にて述べるので省略する｡)
Ⅲ 注意力集中現象と教師の態度
1.外面的には消極的 ･間接的に振舞う
子供が活動的になり得るためには教師が消極的になる｡このためには前述したように子供
の注意力の集中現象の見分けを知ることである｡子供が何かに興味を持ち集中し始める時,
子供と教具が出会って集中現象を起こす時,教師は背後に引き下がり,姿を消し介入 しな
(67)
い｡成功を納めるための大原則は ｢子供に注意の集中が始ったら,その子が存在していない
(68)
つもりで振舞え｣と女史は言う｡如何なる形にせよ絶対に邪魔しないで尊敬すること｡賞め
たり,尋ねたり,中断させたり,誤 りをすぐ訂正したりして妨げない｡困難があっても自分
(69)(70)
で克服させる｡
女史が教師の取るべき態度として具体的に挙げている例は,よき召使いが主人に仕える態
(71)
度に似ている点｡すべてを整えた後,気を利かして姿を消す技術を心得ている｡出すぎた干
渉を控えることである｡子供の自由を尊重して自主活動を見守る姿勢である｡他の例では,
子供が主役で教師は脇役となる｡子供を活動的にさせるため教師は一歩引き下る｡前面には
出ない｡主役を引き立たせるためには脇役は不可欠な存在である｡それは単なる傍観者では
ない｡教師の活動や権威は障害になりやすいからそれを抑制し,子供が活動的になるように,
子供にいつでも目標を示し,方向づけをしてあげられる用意のある人である｡洗礼者ヨ-ネ
がキリストについて言った ｢あのかたは栄え,わたしは衰えなければならない｣(ヨ-ネ3,
(72)
30)という態度に示される｡こうして身を引き,以前は自由に行使していた権利を捨て,千
(73)
供に自分を表す自由を与えるのである｡
2.内面的には積極的 ･直接的になる
消極的になることは何もしないことではなく,こうした態度の裏には教師の金軌､観察と,
普通の場合より積極的になることを要求している｡子供の自発的発達を助け,内面的規律の
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形成の上に直接的影響を与えてはならないということは,教師自身が子供の持つ隠れた力に
全幅の信頼を持つ積極的姿勢があることを意味する｡これには前述したように子供の活動を
暖かく見守る豊かな深い愛情とやさしい心と,内面的欲求を理解し心から共感を示す本当の
献身,奉仕,真の愛を子供に理解させることになる｡子供が自分をひきつけてくれ,自分に
とって有効な課題を解決してくれるばかりでなく,誤 りも正しく訂正してくれる対象物に注
意を集中すれば,驚くべき精神統合が生まれ,落ち着きをもって専念していく｡その時は賞
罰はもはや問題にならないし,子供は環境の征服者となる｡
指導者本位の指導は子供の可能性を教師の限界の中に封じ込めてしまう｡反対に,子供本
位の指導は,子供の可能性を教師の限界を越えて広がり豊かにさせる｡教師の出来る本当の
手助けは感傷的衝動に屈することではなく,規律ある愛情を示すことである｡教師が真に成
熟していなければならない｡
子供の自発的活動を妨げず,自由選択を許可し,教師は受身で影をひそめるようにという
この原理を誤解して,あらゆるものを全部無差別に子供に差し出しておき,自分は背後にい
(74)
ればよいと考え,反って混乱におとし入れる場合がある｡これは教師の実習経験の不足と,
自由の概念の誤った考えから来るものである｡ ｢私たちの教育の概念は,教育者は子どもの
後ろに立ち,できるかぎり子どもを前進させようとすることにある｡｣｢子どもに向かいあう
のではなく,その後ろに立つという方法は,子どもにとって一つの支えとなり能力の広がり
(75)
を助けます｡｣という女史のことばを再認識することである｡
3 教師が介入する時
(1)子供の限界を知って介入する:ものを失って探している子｡努力が限界に来ている
子｡ある教具をもうこれ以上どうにも活用出来なくて困り,支えを必要としている時に介入
する｡
(2)何時呼ばれても直ちに応ずることの出来る愛情と信頼を持っている｡
(3)何かを認めてもらいたがっているなら惜しみなくそれに応じる準備が出来ている｡
(4)願った時,聞かれた時,誘われた時よく聞き,内的要求に答える｡
(5)作業の終ったところに,又,自分の力を使い果した子供のところに姿を見せる｡こ
れは沈黙と静けさの内に,教師は物事の完成を示す無言の模範でインスピレーションを与え
るためである｡
(6) 誤 りを思い出させるために,反復練習や平行練習をさせて子供の自分の動きに気づ
かせる｡
(7)作業を拒否する子,よく間違える子,よく出来ない子には忍耐強く作業 に誘導 す
る｡
(8) 自分を探す子供に存在を感じさせ,見つけて必要がなくなったら上手に離れる｡
(9)休息した り,他の子供の作業を見ている子はそのままにしておくか,必要になった
ら上手に誘い込む｡
(76)
このように,本当の親切は困っている子供に何げなく仕えることを知るにある｡
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第三節 真の愛の保持者
(7)
命題 ｢子供は愛の源です｡子供に触れる時,同時に愛に触れているのです｡｣
Ⅰ 教育愛を持つ
女史は教育愛を次の二つに区別し,その相違を教えるのは子供であると述べる｡
(78)
1.子供に対する愛
この愛は ｢子供の面倒を見たり,或いは自分が知っていて好感を感じる者に対しては惜し
みなく愛撫や愛情を示したりおくったりする｣愛のことである｡子供を教えているのは自分
であって,子供を低次元から高次元-引き上げて挙げると思いこんでいる愛である｡
2.子供に仕える愛をもって子供の生命に仕える
個人的でも物質的でもない愛で,｢人間の精神,即ち解放されなければならない精神に仕
(79)
えているのだと感ずる｣愛である｡子供の生命が生来課されている仕事を成就する手助けを
していると感じて,自分の仕事に大きな意義を見出す｡その成功は ｢まるで私が存在しない
(80)
かのように子供達は作業を続けている｣状態にあること, これこそ純粋の喜びであり,｢本
(81)
質的に一日一日が祈 りに等しいのです｣と言えるほどになる｡
知的な教育は教具や作業がしてくれるが,意志と感情と人間形成は教師の奉仕的愛に よ
る｡子供の活動欲を阻止したり,外の世界を観察する大切な時期が始っているのをとがめた
りして,織細な感受性の持ち主である子供の心に傷を与えないように常に配慮する愛を持つ
ことである｡
｢愛情は心の祝福と健康の尺度である｡｣｢子供は愛情によって自己実現に到達する｡｣｢環
境の特徴を生き生きと精密に観察する能力は愛情の一つの形である｡｣｢子供の環境ではおと
(82)
なは愛情の最も重要な目的物です｡｣
Ⅱ 人間関係を大切にする
いつも穏やかなははえみをたたえで情緒の安定を保持し,デリカシーを持つoデリカシー
は自分の行為のコントロールを獲得している証拠で,これが常に習慣的な態度になっている
ことが望ましい｡
1.子供との関係をよくする
理解のある態度と教師としての限界を弁えて,心からの共感と興味を示し,情熱とやさし
い心と本当の献身をもって,子供との関係を調和のとれたものにしておくことである｡自分
をこのように扱ってほしいと思う仕方で子供に接するように｡
2 教師間の一致を大切にする
(1)教師間には真の尊敬がみなぎっているようし,互いに高尚な細やかな愛をもって交
わること｡
(2)意見,判断の一致に努めること｡一致の観点は常に子供の善を探すところにある｡
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共通の目標を持ち,友好的態度を保つ｡何故なら子供は常にすべての教師をよく見ているか
ら｡
(3) 相互に義務は明白,正確,良心的に責任をもって果すことにより助け合う｡
Ⅲ 子供の守護の天使であること
1.子供は教師の基本的態度により決定的な影響を受けることを納得していることが大切
である｡それは,教師の側から言えば,子供と直接接触するし,集団やグループの中で教師
の姿勢や係り方が間接的にも作用するからである｡子供の側から言えば模倣陸が強いのでそ
の影響は大きい｡
2.子供はすべてを見ており注意を向けている｡(1) 教師のあるがままの姿を見て批判も
する｡(2)一人ひとりについても,子供の家全体の教師のタイプについてもよく見ている｡
(3)子供は教師のやり方,癖をすく小まねる｡場合によってはクラス全体にもゆ きわた る｡
(4) 子供たちの前でのあるべき姿は常に同じでないと子供は敏感に感じとる｡
3.活動力を真に発揮しているか,低調なのか,軌道にのっているかをよく観察して子供
を活動的にさせる｡
4.子供の長所を見る｡子供の欠点を直すのが教育の中心課題ではない｡愛のある人は何
よりもまず長所を眺めるものである｡｢愛するひとだけが真にさとりをひらいたひ とで,そ
のようなひとだけが子どもの鋭敏な自己表現を洞察し理解することができ,ただそのような
(83)
ひとに子どもが真の本性をあらわすことができるのです｡｣
5.子供のよき友となる｡それには子供の話をよく聞き,子供とよく話し,子供の方に失
敗があってもそれを平気で話せる友となり,一体となる理解を深める｡
6.子供が園を愛し,環境に親しむようにすべきで,自分が魅力の中心にならうとして自
分にのみ子供をひきつけてはよくない｡親しくなっても子供が自分で解決の道を選んでいけ
る時は離れ,無秩序な情の表現は供しむ｡なぜなら教師自身が盲目になるからである｡
7.あまり親しすぎ,個人的なことを何でも話さない｡子供は決して秘密を守れ ないか
ら｡しかも決してその通 りには伝わらないことを心得ていなければならない｡
8.一般的に子供の心は正しい｡心の深いところまで入るようにするならよりよく形成出
来る｡子供に堅すぎたり,不正であったり,子供の甘え,利己主義,独占欲に同調してはな
らない｡
9.子供の読み物,会話,浪費,視線,交友関係に注意を払う｡
10.子供の動機を形成する｡一般に子供はイデアリストであるから,意向の持ち方,現実
に関することの調和によく気をつける｡
子供の守護の天使のような役目は,大いなる忍耐と気配 りをしながら常に子供の側にいる
ことだが,それを感じさせないで目標に向って指導していくことである｡子供は好きなよう
に形が与えられる柔かいロウのようなものである｡しかし子供自身が自分のロウを形づくっ
ていかねばならない｡子供が自分の内的な柔かいロウに描きつつあるデッサンを教師は消し
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てはいけないO
教育方法が正しいかどうかの一つのテス トは,子供自身が幸福かどうかにあると女史は言
う｡子供の成長は活動による｡その生き生きとした法則に基づく活動が喜びなのである｡そ
して子供の喜びは達成の喜びでもある｡子供は完全な活動のまとまりを成し遂げることが好
きで,達成は子供にとって力と独立の完成を与える｡その達成が子供を幸福にするその助力
者が教師である｡
お わ り に
使徒聖パウロがコリント人-の書簡の13章に書いた愛の賛歌に子供の姿があり,愛のあら
ゆる姿を秘める宝そのものが浮き彫 りにされていると女史は見た｡そして,愛ということば
を子供に置き換えてみると愛の心像は子供の資質を想起させるというのである｡
｢子供は寛容なもの,慈悲深い｡子供はねたまず,高ぶらず,誇らない,どのような環境
におかれても子供はすべてを受け入れ,すべてを吸収し人を裁かず｡不正を喜ばず,真理を
菩ふ すべてをこらえすべてを信じ,すべてを望み｡すべてを耐え忍ぶ｡子供は決して滅び
去ることはない｡｣愛を研究し,活用しようとすれば愛の湧き出る泉,即ち子供に行きつく｡
最後に女史が教える教師の願いを記してこの論文を終る｡
｢ああ神よ, われらが童の神秘に入らしめ, 汝の正義と御旨に依 りてわれらが愛を知 り,
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愛し,童に仕えしめ給え｡｣
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